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1 このマニュアルについて 

 

このたびは ABS-9000 DeviceServer をご利用いただき誠にありがとうございます。セットアップを行うにあたって

最初にこのガイドをお読み下さい。 

 

このガイドの項目に従って手順を確認しながら操作することで簡単にセットアップをすることができます。 

このガイドを一度最後まで目を通していただいてから作業をすると、より確実にセットアップ作業ができます。 

このガイドでは下記の順番でサーバーの設定を行います。 

 

z サーバーソフトウエアのインストール 

z 一般ユーザーアカウントの設定 

z メール機能の設定 

z XBee 802.15.4 Series1 デバイス管理機能設定 

z XBee-ZB ZigBee 対応 Series2 デバイス管理機能設定 

z Web サーバー機能設定 

 

“サーバーソフトウエアのインストール” と、“一般ユーザーアカウントの設定” の章で説明したセットアップ作業を

行うことで、サーバーの基本機能のセットアップは終了します。 

それ以降の”メール機能の設定”、”XBee デバイス機能設定”、”Web サーバー機能設定” の章は必要に応じて参照して

ください。これらの機能については何時でも後から設定することができます。 

 

ABS-9000 DeviceServer はここで説明した以外にも便利な機能が用意されています。詳しい機能や設定項目の説明は 

“DeviceServerユーザーマニュアル” を参照してください。 

 

2 サーバーで使用するポート番号をPCで利用可能にします 
 

DeviceServer では下記のネットワークポートを使用しています。ファイアウォールプログラムやセキュリティソフ

ト等を使用している場合は、DeviceServer でこれらのネットワークポートを使用可能にするために設定変更が必要

になります。ここで設定しない場合には、DeviceServer インストール中や使用中に下記のようなダイアログが表示

される場合があります。 
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この画面が表示された場合には、”ブロックを解除する” を選択することで該当するポートが使用可能になります。

ただし、セキュリティ上DeviceServer インストール前に手動でポートを使用可能にしておくことをお勧めします。

全てのポートを正しく設定した場合には上記のダイアログは表示されません。 

 

サーバープログラムが使用するプロトコルとポート番号 

プログラム・機能 プロトコル ポート番号(名称) 

DeviceServer(ABAppServer)コマンド処理 TCP 27101 

DeviceServer(ABAppServer)イベント受信・応答 TCP 27102 

アラームデバイスシミュレータプログラム(AlarmSignal.exe) 使

用時のデフォルトポート番号 

TCP 27103 

DeviceServer WebProxy機能(デフォルト設定) TCP 80 (http) 

ログメッセージ送受信 UDP 2056 

2057 

 

ここでは、Windows XP (一部 Windows 7) のファイヤーウォール設定について説明します。他の OS や市販のセキュ

リティソフトを使用している場合には、それらのソフトウエアマニュアルを参照して同様のポート開放の設定を行っ

てください。 

 

市販のセキュリティソフトを使用している場合にはポート番号を開放して外部から接続可能にして下さい 

DeviceServer はネットワーク経由でセンサーデバイスやクライアントプログラム、Web ブラウザ等からアクセ

スされますので、上記のポート番号を外部から接続可能に設定してください。セキュリティソフトがアクセス

可能にする対象の、プログラム名を必要とする場合には ”C:\Program Files\AllBlueSystem\ABAppServer.exe” 

を指定してください。 
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(Windows ファイヤーウォール 設定画面 Windows XP SP3 の場合) 

コントロールパネルから Windows ファイヤーウォールを選択して、”例外” タブを選択します。(Windows XPの場合)  

 

 

(Windows ファイヤーウォール 設定画面 Windows7 SP1 64bitの場合) 

Windows 7 の場合にも同様にコントロールパネルから Windows ファイヤーウォール設定画面を表示します。詳細設

定の中の "受信の規制" を選択してポートの開放操作を行います。 
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(TCP/27101 ポートの開放を行う設定例 Windows XP SP3 の場合) 

“ポートの追加” を押して、DeviceServer(ABAppServer)のコマンド処理用のポート 27101/TCP の設定を追加して、  

“OK” を押してください。以降は同様の手順で全てのポートの設定を行ってください。ポートの編集ダイアログで記

入する “名前” には、他の文字列を設定しても構いませんが、ポート番号と TCP/UDP の区別は間違えないように注

意して下さい。 

 

Windows 7 で同様の操作を行う場合には、"新しい規制"を押してウィザード形式で作業を行います。"ポート" を選

択してTCP/UDP のポート番号の規制を作成する画面を出して Windows XP の場合と同様に TCP プロトコルの 27101 

を開放します。 

 

(TCP/27101 ポートの開放を行う設定例 Windows7 SP1 64bitの場合) 

Windows7 SP1 の場合にはローカルポート設定欄にポート番号(27101) を指定して、リモートポート設定欄には"全て

のポート" を選択します。 

 

以降は Windows XP の画面キャプチャのみで説明しますが、Windows 7 の場合には上記と同様の操作でポートの開放

を行います。 
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DeviceServer(ABAppServer)のイベント処理用のポート 27102/TCP の設定を同様に追加します。 

 

 

AlarmSignalプログラムのポート 27103/TCP の設定を同様に追加します。 

 

 

DeviceServer(ABAppServer)のWebProxy(HTTP サーバー)処理用のポート 80/TCP の設定を追加します。マイクロソフ

ト社製 IIS HTTPサーバープログラムを同一の PC で使用している場合や、Apache 等の Web サーバーソフトを使用

している場合には DeviceServer の WebProxy は別ポートで使用する必要があります。例えば 8080 を使用する場合

には ポート番号部分を 8080 に変更してください。DeviceServer の WebProxy ポート番号設定はサーバーソフトウ

エアインストール時に設定します。 
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ログサーバーのポート 2056/UDP の設定を追加します。(プロトコルが UDP になっている点に注意してください) 

 

 

ログコンソールのポート 2057/UDP の設定を追加します。(プロトコルが UDP になっている点に注意してください) 

以上でファイヤーウォールの設定は完了です。続けて、サーバーソフトウエアをインストールします。 

 

3 Windows7(その他最新のWindows OS) で動作させるには 
 

DeviceServer は現在、Windows2000,WindowsXP SP3、Windows2003 Server, Windows 7 SP1(64bit) の環境で動作試

験をしていますが、その他最新の Windows OS でも動作させることができます。OS のバージョンによって設定方法

は異なりますが、コントロールパネル等からUAC のアクセス制御を完全に "無効"(通知しない) に設定した後、OS を

再起動することで使用できるようになります。 

 

(Windows7 のユーザーアカウント制御の設定で "通知しない"に設定している様子) 
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これは、DeviceServer でインストールされるプログラムが Windows の SCM（サービスコントロールマネージャ) 機

能を使用しているためです。ログコンソールプログラムやサーバー設定プログラム起動時に、ユーザーアカウントの

警告ダイアログが出力される事があります。このダイアログが表示された場合には、上記の設定を行った後もう一度

ログコンソールプログラムやサーバー設定プログラムを起動してください。一度設定すればこのダイアログは表示さ

れなくなります。 

 

その他の DeviceServer のサービスプログラム等は Windows7 で完全に動作します。お客様がご使用中の Windows 

環境で、DeviceServer セットアップ時や運用中に問題が発生した場合には下記のメールアドレス宛にご連絡下さい。 

 

問い合わせメールアドレス 

contact@allbluesystem.com 

 

4 サーバーソフトウエアをPC にインストールします 
 

サーバーソフトウエア(ABS-9000 DeviceServer) をインストールします。DeviceServer のインストールはセットア

ッププログラム(Setup.exe)を実行することで行います。DeviceServerはインストール時に ABAppService (ABS-9000 

DeviceServer本体) と ABLogService(ログサーバー)の2つの Windows サービスプログラムを登録します。データベ

ース機能を内部で利用するために、Firebird DBMS1も同時にインストールします。全てのセットアップはウィザード

形式で行われます。サービスの登録や Firebird のセットアップ時の設定項目は全てデフォルト値でインストールし

ますので、設定内容を変更してインストールする箇所はありません。 

 

Firebird DBMS はDeviceServerのセットアッププログラムからインストールされますので、事前に別途インストール

しておく必要はありません。 

 

セットアッププログラム終了後、DeviceServer ライセンスや詳細機能設定用のサーバー設定プログラムが起動しま

す。サーバー機能の設定を行いたい場合はここで同時に設定できます。サーバー設定プログラムはいつでもプログラ

ムメニューから実行して、サーバー機能の再設定ができます。 

 

Windows のシステム管理者権限のユーザー(Administrator等)でセットアップを行います。Windows の一般ユーザー

ではセットアップできませんので注意してください。 

 

“Setup.exe”をダブルクリックしてセットアッププログラムを起動します。 

 

4.1 データベースサーバー(Firebird) セットアップ 

 

最初に Firebird DBMS が既に PC にセットアップ済みであるかを調べて、もしセットアップされていない場合には 

下記の画面が表示されます。セットアップ済みの場合には “DeviceServer セットアップ” の章まで読み進めて下さ

                                                  
1 Firebird DBMS 参照 http://www.firebirdsql.org/ 
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い。 

 

 

この画面が表示された場合には、”Firebird” のセットアップを先に行いますので “OK” ボタンを押してください。 

 

 

セットアップに使用する言語を指定します “English” のままで “OK” ボタンを押してください。 

 

 

“Next” ボタンを押します。 
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ライセンス承諾画面が表示されますので、“I accept the agreement”を選択します。”Next”ボタンを押してください。 

 

 

インストールに関する説明です。”Next” ボタンを押してください。 

 

インストールフォルダの選択画面です。デフォルト値のまま変更しないで “Next” ボタンを押してください。 
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すでにフォルダがある場合には警告が表示されます。このダイアログが表示された場合には “はい” ボタンを選択し

て下さい。 

 

 

コンポーネントの選択画面です。デフォルト値のまま変更しないで “Next” ボタンを押してください。 

 

スタートメニュー項目の設定画面です。デフォルト値のまま変更しないで “Next” ボタンを押してください。 
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データベースの起動オプション等の設定です。デフォルト値のまま変更しないで “Next” ボタンを押してください。 

 

インストール準備完了です。“Install” ボタンを押してください。 

 

“Next” ボタンを押してください。 
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データベースのインストールが完了しました。”After installation” の項目を外して “Finish” ボタンを押してくだ

さい。このとき必ず “Start Firebird Service now?” にチェックが入っていることを確認してください。 

続けて、DeviceServer のインストールが自動的に始まります。 

 

4.2 DeviceServer セットアップ 

 

“次へ” ボタンを押してください。 
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ソフトウエア使用許諾をご確認の上、”使用許諾契約の条項に同意します”にチェックを付けて “次へ” ボタンを押し

てください。 

 

 

適当なユーザー情報を入力して “次へ” ボタンを押してください。このとき、”このコンピュータを使用する全てのユ

ーザー”にチェックを付けて下さい。 

 

“すべて” にチェックを付けて、”次へ” ボタンを押してください。 
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インストール準備ができましたので、”インストール” ボタンを押してください。 

 

インストールプロセスが表示された後、DeviceServer のセットアップが終了するとダイアログが表示されます。 

“完了”ボタンを押してください。 

 

続けて、DeviceServer の初期設定が自動的に始まります。 

 

4.3 DeviceServer の初期設定 

サーバーのインストールが終了すると、自動的に初期設定ウィザードが開始されます。ここでは、管理者アカウント

の設定を行います。ここで、UIOUSB デバイスのポート番号や WebProxy (HTTPサーバー機能)の設定を同時に行うこ

ともできます。この設定画面は後から、メニューから “All Blue System” -> “サーバー設定”を選択することでいつ

でも呼び出すことができます。 
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“次へ”ボタンを押してください。 

 

 

インストール直後は、“現在のライセンス先” が “xxx enhanced demo” または、“xxx standard demo”の様にデモライ

センスが表示されます。デモライセンスは、ライセンスの有効期間の制限がありますが、全ての機能を使用すること

ができます。インストールキット中にライセンスが含まれていた場合には、それらのライセンスが既にロードされて、

ライセンス先が表示されています。キット製品等の場合には、インストール時に設定されたデフォルトのライセンス

とは別にキット中に同梱されたライセンスファイルを使用できます。 

トライアル版のインストールキットを使用している場合には、基本的に期間の制限なく使用可能ですが、機能に一部

制限があります。各々のライセンスについての詳しい内容は “license.xml” ファイル中のコメントをテキストエデ

ィタ等のプログラムでご覧下さい。 

 

ライセンスメディアやキット製品の場合には、”ロード”ボタンを押してキットに付属の USBフラッシュドライブ(ラ

イセンスメディアキットの場合)またはDVD-Rメディア(その他キット製品など)に格納された “license.xml” ファイ

ルを指定することで正規のライセンスがロードされます。オンラインでライセンスを購入された方は、メールに添付

されたライセンスファイルをこのダイアログで指定します。 
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ロード直後にはライセンス先の表示は更新されずに ウィザードの後で、サーバー(DeviceServer)が再起動されたと

きから有効になります。 

 

 注意 ライセンスメディアキットのUSB フラッシュドライブはライセンス認証用にPCに接続した状態でお使

い下さい 

ライセンスファイル(license.xml)が格納されている、ライセンスメディアキットに付属の USB フラッシュドライ

ブは、ABS-9000 DeviceServer 使用中は必ず PC に接続した状態にしてください。USB フラッシュドライブを取り

外した場合や、別のライセンスファイルをロードした場合には、ABS-9000 DeviceServer は動作しませんので注意

して下さい。 

 

“次へ” ボタンを押すと設定が反映されて DeviceServer が再起動します。 

 

この状態でサーバーが再起動するまで待ちます。 
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再起動が完了した状態です。“次へ”ボタンを押してください。 

このとき、ライセンス・オプション機能設定の画面で有効に設定したサービスモジュールが起動していることを確認

してください。システムのデフォルトで起動されるサービスモジュールもここに表示されます。このとき“SCRIPT” が

サービスモジュール一覧に入っていることを確認してください。もし入っていない場合には、Lua スクリプトエンジ

ンで使用するライブラリのエラーが発生している可能性があります。この場合にはランタイムライブラリを別途イン

ストールしてください。（この項の後の部分を参照してください） 

 

 

インストール直後には、管理者アカウント登録ダイアログが表示されます。適当なユーザー名とパスワードを入れ

て、”登録” ボタンを押してください。後で、ここで登録した管理者アカウントを使用して、別のユーザーアカウン

トを作成する作業をしますので、ユーザー名とパスワードは忘れないようにしてください。 

 

“OK” ボタンを押してください。 
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これで DeviceServer の初期設定は終了です。”完了” ボタンを押してください。 

 

“SCRIPT” サービスモジュールがサービス一覧に無い場合 

SCRIPT サービスモジュール起動時に、下記のエラーが発生した場合には、Microsoft Visual C++ 2005 再頒布可能

パッケージを PC にインストールしてください。 

ログに記録されているエラーメッセージ: 

“SvcMonitor:*ERROR* service class startup failed. msg = LoadLuaLib failed, file = C:\Program 

Files\AllBlueSystem\Lua5.1.dll” 

 

上記のエラーが発生していた場合には、DeviceServer インストール時に保存されている下記のパッケージをインス

トールします。ダブルクリックでインストールが実行されます。 

C:\Program Files\AllBlueSystem\etc\vcredist_x86.exe 

 

パッケージインストール後に DeviceServer の再起動を行います。再起動は、プログラムメニューから “ALL BLUE 

SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 

 

最初の画面で “サーバー停止” ボタンを押してください。しばらくするとDeviceServer が停止しますので、その後 ”

サーバー起動”ボタンを押すことでサーバーが再起動します。”終了”ボタンを押して、サーバー設定プログラムを終了

します。 

 

4.4 スクリプト編集用エディタを用意する 

サーバー側で動作するイベントハンドラやスクリプトはテキストエディタで簡単に作成できます。 
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スクリプト中で日本語を使用する 

日本語を使用する場合には必ず UTF-8N(BOMなし) のエンコード形式で保存してください。 UTF-8(BOMあり)や 

Windows 標準の Shift_JIS 形式、その他のエンコード形式では動作しませんので注意してください。 

このため、UTF-8 文字コードで編集ができるエディタソフトを準備してください。 

Windows付属のワードパッドやメモ帳ではこの形式で保存できませんので、別途 UTF-8N 形式で保存可能なエディタ

ソフトを使用してください。エディタソフトウエアはフリーソフトの TeraPad (下記 URL 参照)をお勧めします。 

http://www5f.biglobe.ne.jp/~t-susumu/ 

 

 

TeraPad で DeviceServer のスクリプトファイルを編集している画面です。この様に日本語をスクリプト中に記述す

る場合には、画面右下に表示されているコードが “UTF-8N” になっている必要があります。もし “SJIS” になってい

る場合には、ファイルメニューから”文字コード指定保存”を選択して、”UTF-8N” を選択して一度保存してから、再び

オープンして編集作業を行ってください。スクリプトファイル中に日本語が含まれていない場合には “SJIS” のまま

で構いません。 

 

アプリケーション動作中にスクリプトをエディタで編集した場合でも、サーバーはすぐに新しいスクリプトに従って

動作しますので、サーバーを再起動させる必要はありません。 

 

5 一般ユーザーアカウントをサーバーに作成します 
 

一般ユーザーアカウントを登録します。インストール時に設定した管理者アカウントを使用してデバイスやスクリプ

トの操作することもできますが、ここでは別ユーザーを作成する例を説明します。 
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プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “クライアント起動” を選択・実行します。 

最初にクライアントを起動した場合には、DeviceServer ホスト名の入力ダイアログが表示されます。その場合は、

ホスト名に “localhost” を入れて “OK” を押してください。 

 

デスクトッププログラムのログイン画面が表示されます。ここで、先に登録した管理者アカウントのユーザー名とパ

スワードを入力します。ホスト名は “localhost” のままにしてください。 

 

ログインが成功して、デスクトッププログラムが起動すると、ログインを行ったユーザー（ここでは管理者アカウン

ト）で使用可能なツールボタンが表示されます。 

 

 

ユーザー登録を行いますので、”ユーザー” ツールボタンを押します。 

 

 

ユーザー管理プログラムが起動すると、デスクトッププログラムの下部にユーザー管理プログラムのフォームが表示

されます。ユーザー管理プログラム内にも幾つかのツールボタンがあり、ユーザー登録や変更操作を行います。ここ

では新規のユーザー登録をするために、”追加”ボタンを押します。 
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確認ダイアログが表示されますので、”OK” を押します。 

 

新規に作成するユーザーアカウントの情報を入力します。 

 

 

この例では、下記の値を入力してください。 
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z ユーザーID “自動でID を設定する” にチェックを付ける 

z Name TEST User 

z 名前(漢字) 試験用ユーザー 

z 名前(カナ) ユーザー 

z ログイン名 user 

z ログインパスワード <任意の文字列でアルファベットまたは数字で64 文字以内> 

 

次に、“アプリケーション許可”タブを選択して下さい。 

 

 

下記のフラグにチェックを付けて下さい。 

z AllowLogin 有効にします 

z AdminTask (オプション) システム全体の管理作業を行う場合に有効にします 

z XBeeConfig (オプション) XBee 802.15.4 Series1デバイス登録などを行う場合に有効にします 

z ZBConfig  (オプション) XBee-ZB ZigBee対応 Series2デバイス登録などを行う場合に有効にします 

z ScriptTest 有効にします 

z WebLogin 有効にします 

その他の許可フラグも必要に応じてチェックを付けて下さい。各フラグの意味は右の説明欄に表示されます。 

 

”OK” ボタンを押して下さい。 

 

DeviceServer にユーザーアカウントが登録されました。 
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デスクトッププログラムの “終了” ツールボタンを押して終了してください。 

ユーザー管理プログラムの “終了” ツールボタンを押した場合にはデスクトッププログラムは起動したままで、まだ

ログイン状態になっています。この場合には改めて、デスクトッププログラムの “終了” ツールボタンを押して終了

してください。 

 

 

6 メール機能の設定 
 

これまでのセットアップで DeviceServer の基本的な設定は終了しています。 

引き続きこの章では DeviceServer でメールの送受信を行うための設定を行います。 

 

DeviceServer でメール機能を使用する場合には、POP サーバーアカウントとSMTP サーバーアカウントが必要になり

ます。現在ご使用中のメールアカウントを、DeviceServer で共有して使用することが可能です。 

 

6.1 メールアカウントを DeviceServer に設定する 

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 

  ABS-9000 DeviceServer セットアップガイド 

- 26 - 



 

“次へ”ボタンを押してください。 

メール(1/2) タブを選択して、メール機能を有効にするにチェックを付けて下さい。

 

自分のメールアドレスの項目は、スクリプトからメールを送信したときのデフォルトの送信元アドレス情報になりま

す。受信メールのチェックと新しいメール受信時にスクリプト実行にも同様にチェックを付けます。ここでメールを

チェックする機能を使用した場合でも、スクリプト中からメールの受信とPOPサーバーからの削除をするまでは、メ

ールサーバー側にはメールが残された状態になりますので、DeviceServer と個人のメールアカウントを共有する場

合でも安心して使用できます。 

 

メールサーバーのアカウント情報はメール(2/2) タブを選択して設定します。 
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サーバー設定プログラムの “次へ” を押して”完了”ボタンが表示されるまで進めて設定を完了して下さい。 

“次へ” ボタンを押すと設定が反映されて DeviceServer が再起動します。 

 

自動的に DeviceServerプログラムが再起動した後、メール機能が使用できるようになります。 

 

 

7 XBee 802.15.4 Series1 デバイスの初期設定と接続 
 

これまでのセットアップで DeviceServer の基本的な設定は終了しています。 

引き続きこの章では XBee 802.15.4 Series1デバイスを使用する場合の設定を行います。ZigBee 対応の XBee-ZB 

Sries2 デバイスを接続する場合には次の章の "XBee-ZB Series2 デバイスの初期設定と接続" の章をご覧ください。 

 

XBee を使用する為に、最低限必要な下記の部品を準備します。 

z XBee Series1 (XBee 802.15.4 RF Module) x1 以上 

1 つは、サーバー側 PC に接続する XBee デバイスです。この他に、リモート側のXBee デバイスを必要に応じ

て用意してください。このマニュアルではサーバーとリモート側に各１台ずつ合計 2 つ使用した例で説明しま

す。 

z XBee Explorer と PC接続用 USB ケーブル x1  

使用する全てのXBee デバイスの初期設定に使用した後、サーバー側 PC の XBee 接続に継続的に使用します 

  ABS-9000 DeviceServer セットアップガイド 

- 28 - 



 

7.1 XBee デバイス初期設定(サーバー側・リモート側共通) 

XBee デバイスを DeviceServer とリモートデバイスで使用するために初期設定が必要です。 

使用するすべての XBee デバイスで下記の設定を行ってください。 

 

最初に DeviceServerとの接続に必要な最低限の設定を COM ポート経由で行います。Sparkfun Electoronics 社製の 

XBee Explorer USB などを使用して、仮想 USB ポート経由で接続して設定してください。(これ以外の方法で COM ポ

ート接続する場合も手順は同じです) 

 

 

XBee デバイスを搭載した、XBee Explorer をUSB ケーブルで PC に接続した状態 

 

リモート側の XBee デバイスの設定についても、DeviceServer に接続する XBee デバイスを設定するときに使用し

た XBee Explorer USBを使用して行います。この時には、XBee Explorer USB のソケットから一時的に XBee デバイ

スを入れ替えて作業を行ってください。 

 

 

XBee デバイス デフォルト値から変更が必要な設定値 

API モード 1 (default は 0) 

PAN(Personal Area Network) ID 任意の値 (default は0x3332) 

デフォルトの値のままだと、予期しないデバイスから

のフレームを受信する場合や、間違ってデバイスを操

作する恐れがありますので、適当な任意の値を設定す

るようにしてください。このマニュアルではPAN に

0xAB90 を使用しています。 

16bit Source Address 同一PAN ID 内でユニークな値 (default は 0x0000) 

この値は、ここで設定しなくても後から XBee 管理プ

ログラムで設定可能ですが、デバイス一覧から選択し

たデバイスがどのデバイスであるかを見分けることが

容易になるように便宜的にここで設定します。 

すべてのデバイス間で違った値を設定してください。

(0x0000,0xFFFF,0xFFFE を除く) 
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例えば、0x0001, 0x0002,0x0003 など 

 

上記３つの 初期設定のコマンドをXBee に送信するために、XBee デバイスを XBee Explorer USB に接続して PC か

ら仮想COM ポート経由でアクセスできるようにします。その後、Digi international Inc. 社製の X-CTU プログラ

ム、または汎用のターミナルエミュレータプログラムなどから AT コマンドを使用して設定します。XBee とCOM ポ

ートのボーレートは初期設定の 9600 bps にして下さい。ターミナルエミュレータプログラムを使用するときは、プ

ログラムの設定でローカルエコー “ON”, 改行コード受信時の動作を CR(改行) + LF(行復帰) にするとコマンド実行

結果が見やすくなります。 

 

X-CTU プログラムを起動してCOM ポートを選択します。ここでは、USB Serial Port(COM6) を選択しています。 

 

 

 

“Terminal” タブを選択してターミナル画面を表示します。キーボードから、”+++” を入力して、コマンドモードに入

ります。コマンドモードに入ると “OK” が表示されますので、続けて以下のコマンド文字列を入力してください。 

コマンド入力の時間がかかりすぎると、自動的にコマンドモードから抜けてしまいますので、そのときには、”+++” を

入力して最初からコマンドを入力し直して下さい。 

 

ATVR 

ATAP1 

ATIDAB90 

ATMY0001 

ATWR 
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最初に ATVR でファームウエアバージョンを表示しています。”10CD” 以降になっていることを確認してください。 

ATAP1 は、API モードを “1” に設定しています。ATIDAB90 は PAN_ID を 0xAB90 に設定しています。もし別の 

PAN_ID を使用するときには適宜変更してください。次に、ATMY0001 で、デバイスの16 bit Source Address を 

“0x0001” に設定しています。この部分は、デバイスごとにユニークな値になるように変更して下さい。 

最後に、ATWR で、設定値を不揮発メモリに書き込みます。入力時の画面表示は以下のようになります。 

 

 

 

X-CTU プログラムを終了します。 その後、XBee Explorer USB に接続する XBee デバイスを切り替えて、使用する

すべての XBee デバイスについて同様に初期設定を行って下さい。 

このときに、設定した16bit Source Address の値をデバイス機器にマーキングしておくと、後で XBee デバイス管

理プログラムでデバイスを選択するときに、識別し易くなります。 

 

このセットアップガイドで説明している 各 XBee デバイスの設定値は以下のようになっています 

デバイス番号(用途) API モード(ATコマン

ド) 

PAN_ID(ATコマンド) 16bit Address(ATコマン

ド) 

XBee#1(リモートデバイス) 1(ATAP1) 0xAB90(ATIDAB90) 0x0A01(ATMY0A01) 

XBee#3(DeviceServer接続) 1(ATAP1) 0xAB90(ATIDAB90) 0x0C03(ATMY0C03) 

 

 

7.2 XBee デバイスをDeviceServer に接続 

XBee デバイスの初期設定後に、XBee#3(サーバー用) を XBee Explorer USB に接続します。 
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デバイスが PC に接続されたら、DeviceServer から XBee デバイスを使用するための COM ポートの設定を行います。

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 

 

“次へ”ボタンを押してください。 

XBEE タブを選択して、XBee Explorer USB が接続された COM ポート番号を設定して “XBEE 機能を有効にする” に

チェックをつけてください。 

 

また、XBee データパケット受信時に XBEE_IO_DATAや XBEE_EVENT_DATA イベントハンドラを実行するために、”イベ

ントパケット受信時にスクリプト実行” にもチェックを付けてください。 

サーバー設定プログラムの “次へ” を押して”完了”ボタンが表示されるまで進めて設定を完了して下さい。 

“次へ” ボタンを押すと設定が反映されて DeviceServer が再起動します。 

 

自動的に DeviceServerプログラムが再起動した後、XBee の管理機能が使用できるようになります。 
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7.3 リモート側デバイスを準備 

リモート側に使用する XBee デバイスを、一時的にサーバー PC の XBee Explorer USB などに接続して初期設定し

た場合には、取り出してリモート側のCPU ボード等に接続した後、電源を供給してサーバー側の XBee と通信できる

状態にしておきます。 

 

これ以降の リモート側の XBee デバイスの詳細設定は全て、サーバー PC からリモートコマンドで操作します。 

 

7.4 マスター登録とXBee 詳細設定 

センサーデバイスの XBee デバイスと、サーバー PC に接続した XBee デバイスを DeviceServer のマスターファイ

ルに登録します。XBee デバイスの初期設定で設定しなかった NodeIdentifierなどの詳細設定もここで行います。 

 

XBee デバイス管理プログラムを使用して、同一 PAN ID をもつ XBee デバイスを DeviceServer に登録の後、デバ

イス自身の詳細設定内容をリモート操作で変更します。プログラムメニューから “ALL BLUE SYSTEM” -> “クライアン

ト起動”を選択・実行します。 

 

デスクトッププログラムのログイン画面が表示されます。ここで、管理者アカウントのユーザー名とパスワードを入

力します。ホスト名は “localhost” のままにしてください。 

 

ログインするときは、管理者特権をもったユーザー（例えば DeviceServer セットアップ時に管理者アカウントとし

て登録したユーザーなど）でログインしてください。 

 

このセットアップガイドの前の章で説明した、一般ユーザーアカウントでは XBee デバイス管理の操作することはで

きません。もし自分で作成したユーザーアカウントでXBee デバイスの管理を行いたい場合には、ユーザーの詳細設

定項目中の “アプリケーション許可”タブで “AdminTask” と “XBeeConfig” にチェックを付けて下さい。 

 

 

デスクトッププログラムが起動したら、 “XBee” ツールボタンを選択してXBee デバイス管理プログラムを起動しま

す。最初に起動した時は、XBee デバイスは DeviceServer に登録されていない状態になっています。 
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DeviceServer では 登録済みの XBee デバイスをマスターファイルに記録しています。 

XBee デバイス登録は、”探索＆登録” ボタンを押すことで、同一 PAN ID のリモートデバイスを見つけて、自動的に

マスターファイルに登録します。既に、登録済みのXBee デバイスの項目は最新の情報でマスターファイルの内容が

更新されます。DeviceServer に COMポートで直接接続された XBee デバイスについても同様に自動登録されます。 

 

XBee デバイス管理プログラムの “探索＆登録” ツールボタンを押します。 

 

登録確認ダイアログが表示されますので、”OK” を押します。 

DeviceServer の COM ポートに直接接続された XBee デバイスで “Node discover” が実行され、付近にある同一 PAN 

ID の XBee デバイス情報を取得して、自動的にマスターファイルに登録が行われます。XBee デバイス管理プログラ

ムのデバイス一覧には、登録済みのXBee デバイスが表示されます。 
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XBee デバイス一覧の Node Identifier 項目は、X-CTU で初期設定していないため最初はブランク表示になっていま

す。詳細設定修正後に 再度 “探索＆登録” ボタンを押すことで上記のように表示されます。 

 

XBee デバイスの詳細設定を変更するために、XBee デバイス管理プログラムのデバイス一覧から対象デバイスを選択

して、”設定変更” ツールボタンを押します。初期設定時に 16 bit Source Address を設定したときは、その値がデ

バイス一覧に表示されていますので、変更対象の XBee デバイスを確認できます。 

 

選択したXBee デバイスと通信を行って、現在のデバイス情報を取り込みます。 

もしエラーが発生したときは、選択したXBee デバイスとの間で通信ができない状態になっていますので、通信経路

や電源を確認してください。 

 

XBee デバイスの現在の設定値を取り込んだ後、詳細設定変更ダイアログが表示されます。 

ここでは各 XBee デバイスの Node Identifier の設定を行って下さい。Node Identifier に指定できる文字は ASCII

で 20文字までです。また、ダイアログに表示されている 16 bit Source Address が、対象のデバイスであるかどう

かの確認も行ってください。ここで 16 bit Source Address を任意の値に変更することもできます。 

 

デバイス番号 (16 bit Source Address) デバイス名 (Node Identifier) 

XBee#1 (0x0A01) センサーデバイス Device1 

XBee#3 (0x0C03) DeviceServer 接続 Device3 
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項目を修正した後、 ”設定内容を XBee デバイスの不揮発メモリに書き込む” にチェックを付けて “OK” を押してく

ださい。 

 

サーバーPC に接続する XBee デバイス (XBee#3) はリモートデバイスとの通信のみに使用されますので、 Node 

Identifier(Device3) 以外の項目は設定する必要はありません。 

リモートデバイスで使用する XBee デバイス(XBee#1) の I/O や ADC、サンプリング機能などの設定も、この画面か

ら同時に変更することができます。 

 

XBeeデバイスの Node Identifier を変更したときは、XBee デバイス管理プログラムのデバイス一覧に表示されてい

る、マスターファイルも更新しておく必要があります。XBee デバイス管理プログラムの “探索＆登録” ツールボタ

ンを押します。 

 

デバイスのNode Identifier または 16bit Source Address以外の詳細設定を変更する場合には、マスターファイル

の更新は必要ありません。 

 

8 XBee-ZB ZigBee対応 Series2 デバイスの初期設定と接続 
 

これまでのセットアップで DeviceServer の基本的な設定は終了しています。 

引き続きこの章では XBee-ZB ZigBee 対応 Series2デバイスを使用する場合の設定を行います。XBee 802.15.4  

Sries1 デバイスを接続する場合には前の章の "XBee 802.15.4 Series1 デバイスの初期設定と接続" の章をご覧く
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ださい。 

 

XBee-ZB を使用する為に、最低限必要な下記の部品を準備します。 

z XBee-ZB Series2 (ZigBee 対応 XBee-ZB Module) x1 以上 

1 つは、サーバー側 PC に接続する XBee-ZB デバイスです。サーバー側の XBee-ZB デバイスは ZigBee 

Coordinator として設定します。この他に、リモート側のXBee デバイスを必要に応じて用意してください。リ

モート側の XBee-ZB デバイスは ZigBee Router または ZigBee End Device として設定します。このマニュア

ルではサーバー(coordinator)に１台、リモート側に (router)と(end device)各々１台ずつ、合計 3つの 

XBee-ZB デバイスを使用した例で説明します。 

z XBee Explorer と PC接続用 USB ケーブル x1  

使用する全てのXBee-ZB デバイスの初期設定に使用した後、サーバー側 PC の XBee-ZB 接続に継続的に使用し 

ます 

 

8.1 XBee-ZB デバイス初期設定(サーバー側・リモート側) 

このセットアップガイドで説明している XBee-ZB デバイスの設定値は以下のようになります。 

 

Node Identifier APIモード PAN ID 使用するファームウエア 用途 

Node1 1 0xAB9000 ZIGBEE END DEVICE API リモート側 (スリープモードで使用) 

Node2 1 0xAB9000 ZIGBEE COORDINATOR API サーバー側 

Node3 1 0xAB9000 ZIGBEE ROUTER API リモート側 (ルーターモードで使用) 

 

これらの初期設定を行う手順について、次の項から説明していきます。 

 

8.1.1 XBee-ZB デバイスの設定項目について 

XBee-ZB デバイスを DeviceServer に接続する前に、XBee-ZB デバイス自身の初期設定を行ってください。設定を行

うデバイスは、DeviceServer に直接接続する XBee-ZB デバイスとリモート側の全ての XBee-ZB デバイスが対象に

なります。設定する項目は以下の内容です。ここで初期設定する以外のXBee-ZBデバイスの設定項目は、後からXBee-ZB

管理プログラム(ZBConfig) で操作することができます。ここで説明する XBee-ZB デバイスの初期設定は XBee-ZB 

デバイスを最初に使用するときに一度だけ必要です。初期設定が終了して ZigBee ネットワークに接続できるように

なると、後はDeviceServer の 管理プログラム(ZBConfig) からリモート操作で XBee-ZB の詳細パラメータを変更で

きます。 

 

XBee-ZB には ZigBee デバイスタイプに対応して、Coordinator, Router, End device の３種類のファームウエアが

あります。DeviceServer の COM ポートには Coordinator タイプのファームエアを書き込んだ XBee-ZB デバイスを

接続します。リモート側の XBee-ZB デバイスは Router または End Device タイプを選択して書き込みます。 

 

XBee-ZB デバイス デフォルト値から変更が必要な設定値 

ファームウエアの書き換え DeviceServer のCOMポートに直接接続するデバイスは、 

ZIGBEE COORDINATOR API を使用します。 
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その他リモート側のデバイスは 

ZIGBEE ROUTER API または ZIGBEE END DEVICE API を

使用してください。 

API モード 1 ( ZIGBEE ****** API タイプのファームエア書き換え

直後は 1 に設定されていますが、念のため確認してくだ

さい) 

PAN(Personal Area Network) ID 任意の値 (default は0) 

デフォルトの値のままだと、予期しないデバイスからの

フレームを受信したり、間違ってデバイスを操作する恐

れがありますので、適当な任意の値を設定するようにし

てください。このマニュアルでは 0xAB9000 を使用して

います。 

Node Identifier 同一PAN ID 内でユニークな文字列 (default は "") 

この値は、後から ZB管理プログラムで設定・変更するこ

とも可能ですが、デバイス一覧から選択したデバイスが

どのデバイスであるかを見分けることが容易になるよう

に便宜的にここで設定します。デバイスを選択するとき

にわかり易いように全てのデバイスで異なった名前を設

定してください。例えば、"NODE01", "NODE02" 等。 

 

初期設定のコマンドを XBee-ZB に送信するために、XBee-ZB デバイスを PC のCOM ポートに接続して Digi 

international Inc. 社製の X-CTU プログラムを使用します。XBee-ZB と COM ポートのボーレートは初期値の 

9600bps を使用します。最初にリモート側のXBee-ZB デバイスを全て設定した後に、サーバーに接続するXBee-ZB を

設定します。 

 

最初に DeviceServerとの接続に必要な最低限の設定を COM ポート経由で行います。Sparkfun Electoronics 社製の 

XBee Explorer USB などを使用して、仮想 USB ポート経由で接続して設定してください。(これ以外の方法で COM ポ

ート接続する場合も手順は同じです)このマニュアルでは既に、XBee Explorer USBのドライバ等がインストール済み

で仮想 USB ポートが作成されているものとします。(例では COM6) 

 

 

XBee-ZB デバイスを搭載した、XBee Explorer をUSB ケーブルで PC に接続した状態 

 

リモート側の XBee-ZB デバイスの設定についても、DeviceServer に接続する XBee デバイスを設定するときに使用
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した XBee Explorer USBを使用して行います。この時には、XBee Explorer USB のソケットから一時的に XBee-ZB デ

バイスを入れ替えて作業を行ってください。 

 

8.1.2 リモート側 XBee-ZB デバイス初期設定 (ZigBee ROUTER) 

ここでは最初に、リモート側デバイス用に ZigBee デバイスタイプ "router" のXBee-ZB デバイスを最初に設定する

例を示します。 

 

X-CTU プログラムを起動して、COM ポートを選択します。ここでは、USB Serial Port(COM6) を選択しています。 

"Host Setup"タブ中の "API 設定" のチェックボックスは、最初にデバイスを接続するときにはチェックを外してく

ださい。XBee-ZB 購入直後には ZIGBEE ******* AT タイプのファームウエアがロードされています。後で ZIGBEE 

****** API  タイプのファームウエアを書き込んだ後には、 "API 設定" のチェックを入れて設定値の読み込みと書

き込み操作をします。 

 

 

(X-CTU プログラムで XBee-ZB デバイスへの接続条件を設定している画面) 

 

"Modem Configuration" タブを選択して、現在の XBee-ZB デバイスの設定をリードします。これは COM ポートの通

信が正常に行えるかの確認も兼ねています。 
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(XBee-ZB デバイスの工場出荷時のデフォルト設定を読み込んだ様子) 

 

XBee-ZB デバイスの初期設定は AT モードのファームエアがロードされていますのでこれを、書き換えます。

"Function Set" プルダウンメニューから ZIGBEE ROUTER API を選択します。 

 

 

"Always update firmware" チェックボックスにチェックをつけて、"Write" ボタンを押してファームウエアの書き

込みをします。 
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(ファームエア書き込み中の X-CTU の画面) 

ここでファームエア書き込み終了後に、下記の様な画面が表示される場合があります。 

 

これは、ファームエアが API モード用のものに変わったために、最初にX-CTU プログラムの通信条件設定画面で 

"Enable API" のチェックを外していた状態と矛盾するようになったのが原因ですので問題ありません。ここでは 

"Cancel" ボタンを押してダイアログを消してください。ここで 一旦 X-CTU プログラムを終了して、もう一度同じ 

X-CTU プログラムを起動してください。 
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XBee-ZB が接続されたCOM ポートを選択して、今度は "Enable API" にチェックを付けます。 

"Modem Configuration" タブを選択して、"Read" ボタンを押してファームウエア書き込み後の XBee-ZB デバイスの

設定値をリードします。 

 

 

ここから、DeviceServer でこの XBee-ZB デバイスを使用するためのパラメータを設定します。最初に "PAN ID" 項

目を選択して、任意の 最大64bit幅の 16進数値を設定します。ここでは "0xAB9000" を設定しています。PAN ID は

全ての XBee-ZB デバイスで同一の値を設定してください。次に "Node Identifier" に任意のアルファベット文字列
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を設定します。ここでは "NODE3" を設定します。XBee-ZB デバイス毎に異なった名前をつけてください。 

 

(PAN ID と Node Identifier を設定している様子、画面では "NODE1" が表示されていますが、このマニュアルでは 

"NODE3" に設定します) 

また、API モード値がデフォルト値の 1 になっていることも確認してください。設定項目をスクロールして設定値

を表示できます。 

 

 

設定値を XBee-ZB デバイスに書き込むために、"Write" ボタンを押します。 
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(設定値を XBee-ZB デバイスに書き込んでいる様子) 

これでリモート側の XBee-ZB デバイスの初期設定が終了しました。 

X-CTU プログラムを終了させてから XBee Explorer USB を PC から取り外します。XBee Explorer USB の XBee ソ

ケットから XBee-ZB デバイスを取り外します。 

 

ZigBee Routerタイプで使用する XBee-ZB デバイスが他にもある場合には、XBee Explorer USB の XBee ソケットに

接続して同様の手順で初期設定してください。このとき各々の "Node Identifier" の設定値に、区別しやすい別々

の名前を付けてこれをメモした紙をデバイスに添付しておくことをお勧めします。 

 

 X-CTU で設定する Node Identifier 文字列について 

X-CTU プログラムを使用して "Node Identifier" を設定するときに、大文字の ASCII 文字しか入力できなかったり、

文字列の先頭にスペースが入ることがあります。この場合でも後からリモート操作で簡単に修正できますので構わず

にそのままにしてください。初期設定ではデバイスの区別のみが目的ですので適当な名前をとりあえず付けてくださ

い。 

 

8.1.3 リモート側 XBee-ZB デバイス初期設定 (ZigBee END DEVICE) 

リモート側デバイス用に ZigBee デバイスタイプ "end device" のXBee-ZB デバイスを最初に設定する場合も、前の

項で説明した "Router" の手順とファームウエアの選択以外は同じです。ファームエアを最初に書き込むときに、

"Function Set" プルダウンメニューから ZIGBEE END DEVICE API を選択します。 
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(ZigBee End Device 対応のファームウエアを選択している様子) 

 

ファームウエア書き換え後に、PAN ID (0xAB9000) と Node Identifier ("NODE1") パラメータを前項の "Router" で

説明している手順で設定してください。 

 

ファームエアを ZIGBEE END DEVICE API に設定した場合には、XBee-ZB デバイスはスリープモードが "Cyclic sleep 

enabled" に設定されます。このときXBee-ZB は定期的にスリープ状態に入って、シリアル信号やRF データの到着時

にのみ一定期間ウェイクアップして消費電力をおさえることができます。 

 

ファームウエアのデフォルトのスリープ設定値のまま使用する場合には、DeviceServer からリモート操作でパラメ

ータを変更したり、X-CTU を使用した XBee-ZB のシリアルポート経由のパラメータの変更も問題なく行えます。 

 

スリープパラメータを変更してスリープに入るまでの期間やポーリングのタイミング等を変更すると、リモート操作

やシリアルポート経由の通信が難しくなる場合があります。スリープパラメータを変更するときには十分注意してく

ださい。 

 

8.1.4 サーバー側 XBee-ZB デバイス初期設定 (ZigBee COORDINATOR) 

リモート側 XBee-ZB デバイスの初期設定が終了したら、最後にサーバー PC に接続する XBee-ZB デバイスの初期設

定を行います。サーバーに接続する XBee-ZB は ZigBee coordinator として動作させます。設定方法は前の項で説

明した "Router" の手順とファームウエアの選択以外は同じです。ファームエアを最初に書き込むときに、"Function 

Set" プルダウンメニューから ZIGBEE COORDINATOR API を選択します。 
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(ZigBee coordinator 対応のファームウエアを選択している様子) 

 

ファームウエア書き換え後に、PAN ID (0xAB9000) と Node Identifier ("Node2")パラメータを前項の "Router" で

説明している手順で設定してください。 

 

設定が終了したら、X-CTU プログラムを終了します。サーバーPC に XBee Explorer USB 経由で接続した XBee-ZB デ

バイス(Coordinator) は、接続した状態のまま引き続きDeviceServer で使用します。 

 

8.2 XBee-ZB デバイスをDeviceServer に接続 

XBee デバイスの初期設定後に、XBee#3(サーバー用) を XBee Explorer USB に接続します。 

デバイスが PC に接続されたら、DeviceServer から XBee デバイスを使用するための COM ポートの設定を行います。

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 

 

“次へ”ボタンを押してください。 
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サービスモジュール設定画面の "ZB" タブ(下の図を参照) を選択します。この画面で、“ZB 機能を有効にする” に

チェックをつけてください。"COM Port" に XBee Explorer USB で作成された COM ポートを選択します。"イベント

パケット受信時にスクリプト実行" にもチェックを付けて、その他の設定値についてはデフォルト値のままにしてお

きます。 

 

(DeviceServer の XBee-ZB サービスモジュール設定画面) 

サーバー設定プログラムの “次へ” を押して”完了”ボタンが表示されるまで進めて設定を完了して下さい。 

 

“次へ” ボタンを押すと設定が反映されて DeviceServer が再起動します。 

 

自動的に DeviceServerプログラムが再起動した後、XBee-ZB の管理機能が使用できるようになります。 

 

8.3 リモート側デバイスを準備 

リモート側に使用する XBee-ZB デバイスを、一時的にサーバー PC の XBee Explorer USB などに接続して初期設定

した場合には、取り出してリモート側のCPU ボード等に接続した後、電源を供給してサーバー側の XBee-ZB と通信

できる状態にしておきます。 

 

これ以降の リモート側の XBee-ZB デバイスの詳細設定は全て、サーバー PC からリモートコマンドで操作します。 

 

8.4 マスター登録とXBee 詳細設定 

リモート側の XBee-ZB デバイスと、サーバー PC に接続した XBee-ZB デバイスを DeviceServer のマスターファイ
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ルに登録します。XBee-ZB デバイスの初期設定で設定しなかった項目や、初期設定時に書き込んだ NodeIdentifier

の修正もここで行えます。 

 

ZB デバイス管理プログラムを使用して、同一 PAN ID をもつ XBee-ZB デバイスを DeviceServer に登録の後、デバ

イス自身の詳細設定内容をリモート操作で変更します。プログラムメニューから “ALL BLUE SYSTEM” -> “クライアン

ト起動”を選択・実行します。 

 

デスクトッププログラムのログイン画面が表示されます。ここで、管理者アカウントのユーザー名とパスワードを入

力します。ホスト名は “localhost” のままにしてください。 

 

ログインするときは、管理者特権をもったユーザー（例えば DeviceServer セットアップ時に管理者アカウントとし

て登録したユーザーなど）でログインしてください。 

 

このセットアップガイドの前の章で説明した、一般ユーザーアカウントでは XBee-ZBデバイス管理の操作することは

できません。もし自分で作成したユーザーアカウントでXBee-ZB デバイスの管理を行いたい場合には、ユーザーの詳

細設定項目中の “アプリケーション許可”タブで “AdminTask” と “ZBConfig” にチェックを付けて下さい。 

 

 

(DeviceServerにログインしてデスクトッププログラムを起動した様子) 

 

デスクトッププログラムが起動したら、 “XBee-ZB” ツールボタンを選択して XBee-ZB デバイス管理プログラムを起

動します。 
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DeviceServer では 登録済みの XBee-ZB デバイスをマスターファイルに記録しています。 

XBee-ZB デバイス登録は、”探索＆登録” ボタンを押すことで、同一 PAN ID のリモートデバイスを見つけて、自動

的にマスターファイルに登録します。既に、登録済みのXBee-ZB デバイスの場合は最新の情報でマスターファイルの

内容が更新されます。DeviceServer に COMポートで直接接続された XBee-ZB デバイスについても同様に自動登録さ

れます。 

 

一度、マスターファイルに登録された XBee-ZB デバイスは、”削除” ボタンを押して、デバイス登録を削除しない限

りマスターファイルに保存されたままで、デバイスリストにも常に表示されます。 

 

デバイスが登録されたら、デバイスを一覧から選択して”設定変更”ボタンを押すことで、XBee-ZB デバイスの詳細設

定を変更することができます。ここで、XBee-ZB デバイスの初期設定時に設定した内容を含む、全てのデバイス設定

を自由に変更することができます。Node Identifier も新しい名前に変更することができます。 

 

以下に、XBee-ZB デバイスの登録・詳細設定ステップを順に説明します。 

z [Step1/3] XBee-ZBデバイス探索＆登録を行う 

XBee-ZB デバイス管理プログラムの “探索＆登録” ツールボタンを押します。 

 

 

 

以下の登録確認ダイアログが表示されますので、”OK” を押します。 
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(XBee-ZB デバイスを探索・登録するときに表示される確認画面) 

 

DeviceServer の COM ポートに直接接続された XBee-ZB デバイス(Coordinator) で “Node discover” が実行され、

付近にある同一 PAN ID の XBee-ZB デバイス情報を取得して、自動的にマスターファイルに登録されます。XBee-ZB 

デバイス管理プログラムのデバイス一覧には、登録済みのXBee-ZB デバイスが表示されます。 

 

(デバイスの探索＆登録が完了したときの画面) 

 

z [Step2/3] XBee-ZBデバイス詳細設定を変更 

XBee-ZB デバイスの詳細設定を変更するために、XBee-ZB デバイス管理プログラムのデバイス一覧から対象デバイス

を選択して、”設定変更” ツールボタンを押します。初期設定時に Node Identifier を設定した場合は、その値がデ

バイス一覧に表示されていますので、変更対象の XBee デバイスを確認することができます。 

 

選択したXBee-ZB デバイスと通信を行って、現在のデバイス情報を取り込みます。 

もしエラーが発生した場合は、選択したXBee-ZB デバイスとの間で通信ができない状態になっていますので、通信経

路や電源等を確認してください。 

 

XBee-ZB デバイスの現在の設定値を取り込んだ後、詳細設定変更ダイアログが表示されます。 

ここでデバイスのパラメータを変更することができます。初期設定時に書き込んだ Node Identifier の値もここで

変更することができます。画面からパラメータを変更したときは、”設定内容を XBee デバイスの不揮発メモリに書

き込む” にチェックを付けて “OK” を押してください。 
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(XBee-ZB デバイスのパラメータ変更画面) 

 

詳しい設定項目の内容については “クライアントソフトウエア”の章の “XBee-ZB デバイス管理(ZBConfig)”の項を参

照してください。 

 

z  [Step3/3] XBee-ZBデバイス新しい設定に合わせて、マスターファイルを更新する 

[Step2/3] でデバイスの Node Identifier または DeviceTypeID を変更した場合は、XBee-ZB デバイス管理プログ

ラムのデバイス一覧に表示されている、マスターファイルも更新しておく必要があります。 

[Step1/3] と同様に XBee デバイス管理プログラムの “探索＆登録” ツールボタンを押します。 

 

デバイスのNode Identifier または DeviceTypeID以外の詳細設定を変更する場合には、マスターファイルの更新は

必要ありません。 

 

XBee-ZB デバイスの削除を行う場合は、XBee-ZB デバイス管理プログラムで削除対象のデバイスを選択した後、”削

除”ボタンを押してください。マスターファイルから XBee-ZB デバイスが削除されます。 
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9 Webサーバー機能の設定 
 

これまでのセットアップで DeviceServer の基本的な設定は終了しています。 

引き続きこの章では Webサーバーや WebAPI 機能を使用するための設定を行います。DeviceServerでは、Web 関連の

サービス機能は WebProxy サービスモジュールで提供しています。 

 

最初に、DeviceServer が動作している PCで既に HTTP サーバープログラムが動作していないことを確認してくださ

い。ポート番号80(http) でWebProxy が動作しますので、マイクロソフト社製 HTTPサーバー(IIS)や、Apache など

のHTTPサーバープログラムを既に使用している場合には、同一 PC 上でDeviceServer の WebProxy 機能を動作させ

ることはできません。この場合には、WebProxy のポート番号を 80 以外に変更することができます。 

 

これらの既存の HTTP サーバーとDeviceServer のWebProxy 機能を両方共使用したいときには、それぞれを別のPC 

に分離して設置することもできます。設置の方法については、”DeviceServer ユーザーマニュアル” 中の 

“DeviceServerとHTTPサーバーを分離して設定する”の項を参照してください。 

 

9.1 WebProxy を設定する 

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 

 

“次へ”ボタンを押してください。“WEBPROXY” タブを選択して、”WebProxy機能を有効にする”にチェックを付けます。 
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“HTTPServer ポート”は、Webサーバーや WebAPI にアクセスする場合のポート番号になります。 

“Webページトップディレクトリ” で設定したフォルダが、DeviceServer の動作するPC のWebサーバーにアクセスし

た時のルートディレクトリになります。別のフォルダを指定したい場合には、この項目を変更してください。 

 

Web API を公開して HTML5 アプリケーション等から DeviceServer の機能を利用する場合には、”Web API を有効に

する” にチェックを付けて下さい。 

 

サーバー設定プログラムの “次へ” を押して”完了”ボタンが表示されるまで進めて設定を完了して下さい。 

“次へ” ボタンを押すと設定が反映されて DeviceServer が再起動します。 

 

自動的に DeviceServerプログラムが再起動した後、Webサーバー、WebAPI 機能が使用できるようになります。 

 

10 シリアルデバイス機能の設定 
 

これまでのセットアップで DeviceServer の基本的な設定は終了しています。 

引き続きこの章では DeviceServer でシリアルデバイス機器を使用するための設定を行います。 

ここでは例として、COM4 の仮想シリアルポートに接続する Arduino デバイスを設定する例を説明します。 

Arduino には予めスケッチプログラムがロードされて、シリアルポート経由でPC と通信を行う様なスケッチプログ

ラムが動作しているものとします。 

 

10.1 シリアルデバイスを DeviceServer に設定する 

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 
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“次へ”ボタンを押してください。 

 

SERIALタブを選択して、SERIAL機能を有効にするにチェックを付けて下さい。 

 

 

“追加” ボタンを押して新しいシリアルデバイスを登録します。 
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ここで Arduino デバイスの通信条件を設定します。”COMポート名” で Arduino デバイスが接続されているシリアル

ポートを選択します。このとき、Arduino IDE を必ず終了して COM ポートが使用されていないことを確認してくだ

さい。DeviceServer と Arduino IDE は同時に同じ COMポートを使用することはできません。Arduino IDE を使用す

るときに、DeviceServer を停止・開始させる方法については後述します。 

 

“デバイスタイプ” には Arduino で動作するスケッチプログラムに応じて選択してください。Firmata ライブラリを

使用したプログラムの場合には “FIRMATA” を選択してください。 

バッファー入力は、”デバイスタイプ” に “FIRMATA” を選択した場合にはチェックを外しておいてください。 

 

RS-232C の通信条件を設定します。これもスケッチプログラムで使用する値に一致させます。 例えば Arduino で 

FIRMATA を使用する場合には、ボーレート 57600, ８データビット、１ストップビット、パリティ NONE, フローコ

ントロール NONE が 一般的に使用されています。 

 

サーバー設定プログラムの “次へ” を押して”完了”ボタンが表示されるまで進めて設定を完了して下さい。 

“次へ” ボタンを押すと設定が反映されて DeviceServer が再起動します。 
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自動的に DeviceServerプログラムが再起動した後、シリアルデバイス(Arduino) が DeviceServer から使用できる

ようになります。 

 

10.2 Arduino IDE を使用する前に、サーバーを停止させる 

Arduino に接続した回路を操作する場合や、Arduino IDE を使用して Arduinoボードに書き込み操作を行う場合には、

必ず DeviceServer のサービスを停止させて COM ポートを使用していない状態にします。 

 

Arduino を PC から切り離す場合に、いきなり Arduinoに接続した USB ケーブルを抜くとサーバー側でエラーが発

生しますので、最初に必ずDeviceServer を停止させてください。 

 

DeviceServer の停止や起動動作を確認しやすくする為に、ログを画面に表示した状態で作業を行います。 

メニューから “All Blue System” -> “ログコンソール”を選択してログ出力を画面に表示します。 

 

ログコンソールプログラムを起動しておくことで、シャットダウンとスタートアップ時の動作をログメッセージで確

認することができます。 
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メニューから “All Blue System” -> “サーバー設定”を選択してサーバー設定プログラムを起動してください。 

 

 

“サーバー停止”ボタンを押してください。しばらくすると DeviceServer が停止します。全てのサービスモジュール

が停止するまでに数秒から１分程度の時間がかかります。 

 

“サーバー停止” ボタンを押すと、ログコンソールには下記の様なメッセージが表示されます。 

 

 

実際のメッセージ内容はサービスモジュールの動作環境によって変わってきますが、最後の “ABAppService 

shutdown.” が出力されると完全にサーバーが停止しています。この状態で、シリアルデバイス(Arduino) は 

DeviceServer から使用されていない状態になります。 

 

Arduino IDE を使用する場合にはこの状態になってから、プログラムの作成や書き込み作業を行ってください。 

このときに、Arduino デバイスと接続しているシリアルケーブルまたはUSB ケーブルを、PCから外すこともできます。 
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10.3 Arduino IDE を終了してから、サーバーを起動させる 

サーバーを起動する前には、必ず Arduino デバイスをシリアルケーブルまたは USB ケーブルでサーバーPC に接続

した状態にして、シリアルデバイスを登録したときと同じ COM ポートから Arduino が使用できる状態にしてくださ

い。また、Arduino IDE を使用していた場合には必ず終了させて、Arduino を接続している COMポートが使用されて

いない状態にします。 

 

サーバー停止時に使用したサーバー設定プログラムを終了していた場合には、再びメニューから “All Blue System” 

-> “サーバー設定”を選択してサーバー設定プログラムを起動してください。 

 

 

“サーバー起動”ボタンを押してください。しばらくすると DeviceServer が起動します。全てのサービスモジュール

が起動するまでに数秒から１分程度の時間がかかります。 

 

“サーバー起動” ボタンを押すと、ログコンソールには下記の様なメッセージが表示されます。 

 

 

実際のメッセージはサービスモジュールの動作環境によって変わってきますが、最後の “LAST startup...” が出力
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されると完全にサーバーが起動しています。 

 

11 MQTT ブローカ接続機能の設定 
 

これまでのセットアップで DeviceServer の基本的な設定は終了しています。 

引き続きこの章では MQTT ブローカに接続するための設定を行います。 

 

11.1 MQTTブローカを準備します 

MQTT ブローカは DeviceServer とは別にセットアップして動作させておく必要があります。DeviceServer の動作し

ているPCや LAN 内の別PC、インターネット上で公開されている MQTT ブローカに接続できます。 

 

このマニュアルでは LAN 内に設置した RaspberryPi2 にオープンソースで公開されている mosquitto3 MQTT ブロー

カを動作させて、これに接続する手順をセットアップ例として説明します。 

 

 

RaspberryPiに mosquitto MQTTブローカをインストールして動作中の様子 

 

このマニュアルで接続する RaspberryPi のネットワーク設定と mosquitto MQTT ブローカの設定値は以下の様にな

っています。これらの設定値は、ご自分のシステムで使用する MQTT ブローカによって異なりますので DeviceServer 

側で設定するときには置き換えて使用してください。 

 

RaspberryPi / mosquitto MQTTブローカの設置パラメータ 

RaspberryPi ホスト名または IP アドレス 192.168.100.14 

mosquitto TCP/IP ポート番号 1883 

mosquitto で登録しているユーザー名 user 

mosquitto で登録しているパスワード mypassword 

接続するときの ClientID 接続毎に任意な文字列 

 

DeviceServer が動作している PC に Windows 版の mosquitto を使用する場合には、ブローカのホスト名は 

                                                  
2 Raspberry Pi  https://www.raspberrypi.org/ 
3 Mosquitto  http://mosquitto.org/ 



"127.0.0.1" に設定します。インターネット上では、様々なメーカやグループで提供されている MQTT ブローカを利

用することができます。これらのブローカを利用する場合には、公開されている接続先のホスト名とポート番号を使

用します。 

 

また、MQTTブローカに接続するときにユーザー名やパスワード、ClientID 等が指定されている場合にはこれらの内

容も DeviceServer 側の接続設定に反映させます。 

 

11.2 MQTT エンドポイントを DeviceServer に設定する 

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “サーバー設定プログラム(ServerInit.exe)” を選択・実行します。 

 

“次へ”ボタンを押してください。 

MQTTタブを選択して、"MQTT機能を有効にする" にチェックを付けて下さい。 

 

KeepAliveTimer はデフォルトで 60(秒) に設定されています。ここで設定した間隔で、MQTT ブローカとの通信が正

常であるかを DeviceServer でチェックします。もしソケット接続が正常であれば MQTT ブローカに対して PINGREQ 

メッセージが送信されて、クライアントが正常動作していることを MQTT ブローカに通知します。 

 

もし、エンドポイントで使用しているソケットでエラーが発生している場合には MQTT ブローカへの接続を一旦終了

した後、再接続を試みます。これらの動作は MQTT_KEEP_ALIVE_TIMER イベントハンドラスクリプトに設定されてい

ますので、必要に応じてユーザー側でカストマイズすることもできます。 
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“追加” ボタンを押して新しいエンドポイント(MQTT ブローカへのクライアント接続)を登録します。 

 

 

 

デフォルトでは ClientID のみが設定された状態になっています。ClientID はエンドポイント毎にユニークにする

必要がありますので、ここではランダムな文字列がデフォルトで設定されています。ここでデフォルト値を書き換え

て任意の文字列を ClientID に指定することもできます。 

 

先に紹介した RaspberryPi 上の mosquitto MQTT ブローカの設定に合わせて、エンドポイントのパラメータを設定

します。接続先の MQTT ブローカ側でユーザー名とパスワードが必須でない場合には "UserName" と "Password" の

項目は空にしておきます。このようにすると、ユーザー名とパスワード項目を含まない CONNECT メッセージ・フレ

ームを MQTT ブローカに送信します。 

 

後で、テストメッセージを送信するために利用する試験用スクリプトでは、送信先のエンドポイントに "試験用ブロ

ーカ接続"の名前を使用しています。そのため、ここで作成するエンドポイントのタイトル名はこれに合わせて設定

しています。 
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上記の設定画面で作成しているエンドポイントでは、起動時に自動的に "hello/world" という名前のトピックを 

(QoS = 2) で購読するように設定しています。このトピック購読を試験・メッセージ受信用に使用します。もし複数

のトピックを起動時に購読したい場合には、カンマで区切ってトピック名と QoS をそれぞれ指定します。ここで自

動購読の設定を行わなくても、後から DeviceServer のライブラリ関数 mqtt_subscribe() を使用して MQTT ブロー

カに購読リクエストを送信することもできます。 

 

また、"詳細ログを出力" にチェックを付けることで、MQTT ブローカとの間でやりとりしている MQTT メッセージを 

DeviceServer のログに出力するようにしています。実際の運用中は、ログが大量に出力されてログが見にくくなり

ますのでチェックは外してください。 

 

エンドポイントの設定が終了したら、"OK" ボタンを押して下さい。 

 

エンドポイントリストに、新しく作成した MQTT ブローカへの接続エンドポイントが表示されます。ここで別のエン

ドポイントを作成して、MQTT ブローカへの接続を好きなだけ追加することもできます。スタンダードライセンスで
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は２つまで設定できます。エンハンスライセンスでは制限無く好きなだけエンドポイントを作成できます。もし、ス

タンダードライセンスで２つ以上のエンドポイントを設定した場合には最初の２つのみが有効になります。 

 

ここまでの設定で、MQTT の設定は完了しました。"次へ" ボタンを押すと設定した全てのエンドポイントが有効にな

り、MQTT ブローカへのソケット接続を開始します。その前に、MQTT ブローカ接続時の様子を観察するためにログコ

ンソールを起動しておきましょう。通常の運用では一々ログを確認する必要はありませんが、ここでは説明の為に起

動してみます。 

 

プログラムメニューから、 “ALL BLUE SYSTEM” -> “ログコンソール” を選択・実行します。 

 

 

このように別ウインドウにログ画面が表示されます。 

 

サーバー設定プログラムの “次へ” を押して”完了”ボタンが表示されるまで進めて設定を完了して下さい。設定が反

映されて DeviceServer が再起動します。 

 

 

 

  ABS-9000 DeviceServer セットアップガイド 

- 63 - 



自動的に DeviceServerプログラムが再起動した後、MQTT ブローカへの接続(エンドポイント)が DeviceServer から

使用できるようになります。 

 

ログには、ソケット接続開始と MQTT ブローカへの "CONNECT" メッセージの送信、MQTTブローカから受信した応答

メッセージ "CONNACK" が記録されます。また、自動で購読を開始したときの "SUBSCRIBE" メッセージとその応答メ

ッセージ "SUBSCK" も表示されます。 

 

 

 

11.3 トピックメッセージの送信と受信 

次に、MQTT ブローカへのトピックメッセージの送受信を試験します。 

 

DeviceServer インストール時に、試験用の以下のスクリプト(MQTT_TEST_PUB) が予め作成されていますのでこれを

利用します。もし、エンドポイント作成時に設定したタイトル文字列が、スクリプト中のタイトル文字列と異なる場

合には、スクリプトファイルをエディタで修正してから使用してください。スクリプトを修正する場合には、マニュ

アル中の "4.4 スクリプト編集用エディタを用意する" の項を参考にしてください。 

 

以下が、デフォルトでインストールされている試験用のスクリプトの内容になります。 
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mqtt_publish() ライブラリ関数を使用して、MQTT ブローカに文字列データを送信しています。このとき、トピック

に指定している "hello/world" は、エンドポイント作成時に自動購読対象としたトピックと同じになっています。 

 

このようにすると、エンドポイントを経由して MQTT ブローカに送信したメッセージは、再び同じエンドポイントを

経由してブローカ側から配信を受けることになります。センサーデータ送信などでは、送信側ではメッセージを受信

する必要はありませんので、送信時に指定するトピックを同時に購読しておく必要はありません。あくまで試験用に

購読している点に注意してください。 

 

上記のスクリプトを実行するために、クライアントプログラムを起動します。プログラムメニューから、 “ALL BLUE 

SYSTEM” -> “クライアント起動” を選択・実行します。 

 

 

 

DeviceServer インストール時に設定した管理者アカウントのユーザー名とパスワードを入力して DeviceServer に

接続します。デスクトッププログラムが起動しますので、"スクリプト" ツールボタンを押してください。 
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スクリプトテストプログラムが起動された様子です。ここで、プルダウンメニューから MQTT_TEST_PUB スクリプト

を選択して、"実行" ツールボタンを押してスクリプトを実行します。 

 

 

ログコンソールを表示していると上記のようなメッセーが表示されます。 

最初の PUBLISH メッセージはスクリプト中から MQTT ブローカへデータを送信したときのメッセージです。続く 

PUBLISH メッセージは MQTT ブローカから購読中のクライアント(エンドポイント) に対して配信されてきたときの

メッセージになります。 

 

DeviceServer ではエンドポイントでメッセージを受信すると、MQTT_PUBLISH イベントハンドラが実行されてログに
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メッセージの内容を出力するようになっています。ユーザーは MQTT_PUBLISH イベントハンドラを修正してメッセー

ジの処理機能を簡単に追加することができます。 

 

また、この状態で MQTT ブローカが他のシステムから "hello/world" のトピックで指定されたデータを受信すると、

DeviceServer 側のエンドポイントにデータが送信されて同様にログにメッセージが出力されます。 

 

12 セットアップが完了しました。 
 

以上でサーバーのセットアップは終了しました。ここからは、お客様の工夫しだいでいろいろなシステムを構築でき

ます。 

 

また、オールブルーシステムのホームページ (http://www.allbluesystem.com) ではアプリケーションノートを公開

していますので、こちらも参考にしてください。 

 

13 困った時は 
 

このドキュメントの内容や、セットアップ中に分からないことがございましたらメールでご質問ください。 

メールアドレス: contact@allbluesystem.com  

 

14 更新履歴 
 

2015/5/30  Rev A.2.2 MQTT セットアップを追加 

2014/5/26  Rev A.2.2 スクリプト編集用エディタについて追記 

2013/12/28  Rev A.2.1 誤字修正 

2013/12/21  Rev A.2.0 XBee-ZB Series2 機能を追加 

2013/4/30  Rev A.1.4 改訂版 

2012/11/27  Rev A.1.3 改訂版 

2012/05/10  Rev A.1.2 誤字修正 

2012/03/18  Rev A.1.1 SCRIPT モジュールランタイムエラー発生時の対処方法を記述 

2012/03/18  Rev A.1.0 初版作成 
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